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　今年度は、上半期に公演事業を固める異例の試みを
しています。例年秋以降に作品発表やワークショップが
重なる演劇財団の状況に、ちょっとした変化を加えてみ
ているのです。
　いきなり ５ 月に新作「象じゃないのに…。」を発表し、
久しぶりにコンパクトでタイムリーなレパートリーが
誕生しました。20年以上再演を続けている「亀」に匹
敵するレパートリーを探していたところ、韓国の友人
キム・カンボが演出をし好評だったこの作品に出会い、
札幌の状況に置き換えてリライトしてみると好評で、

「象」は来年夏の演劇シーズンでの再演が決定し、来
年 8 月にキム・カンボが韓国で創った同じ作品を、シ
アターZOOの同じ舞台で交互に上演し見比べていた
だけることが決定しています。
　 ６ 月には「亀、もしくは…。」のサハリン公演、帰
国した 3 日後には「清き田に咲くナンミョーほうれん
草」清田限定公演を行いました。道庁サハリン事務所
の櫻井所長と文学座の坂口芳貞さんの寄稿で、報告に
代えさせていただきます。そして ８ 月のSIAF札幌国際
芸術祭に出品した「中島公園百物語」と「raprap」の
２ 作品は世界で活躍する沢則之さん、チョン・ヨンドゥ
との協働でした。お二人からも寄稿を頂いています。
　そんな 8 月を目前に控えた 7 月、私が東京に急遽呼
ばれ「Other Desert Cities」という大きな舞台に代役
として出演するという想定外の事件もありました。財
団職員たちが「行ってこい！」と背中を押してくれ、
秋山理事長も「行ってきなはれ！」と激励してくださ
り、何とか務め上げさせていただきました。北海道か
らも東京・大阪の劇場に沢山の方が応援に来てくださ

り、理事の皆さんも遠いところまで観に来てください
ました。不在にした 4 週間、職員の皆さんや田渕専務
には随分忙しい思いをさせたと思います。
　そして 9 月は札幌座 2 年ぶりのツアー「空知る夏の
幻想曲」が江別公演を皮切りに始まり、10月24日の岩
見沢千穐楽まで続きます。
　
　そんな多忙な半年でしたが、ワークショップも増や
しています。地域へ、職場へ、学校へ、子どもたち、
高齢者、PTA、教員たち、僧侶の研修会など、昨年度、
増やした以上に派遣数を増やしています。文部科学省
に提案した新たな枠組みでの事業も採択され、北海道
におけるワークショップコーディネーターとしての役
割も重くなっています。今は敢えて私が率先して現場
に出向き主導する形でやっていますが、同時に次世代
の演出家や俳優をアシスタントとして帯同し、私のや
り方を見てもらっています。当初「演劇ワークショッ
プって何？」と疑心暗鬼だった地域に出向き実践する
と「また来て欲しい」と必ず言われます。地域や学校
からの要望が増え続ける中、来年度以降、さらにこの
事業を拡大し派遣数を増やすためにも、今はリーダー
の育成も同時に行っているのです。職場でのチーム形
成やリーダー研修、メンバー同士のコミュニケーショ
ンや上下関係を円滑にする効果があるようです。普段
机を並べて一緒に働く同僚や上司、部下への新たな気
づきに満ちたワークショップです。

　北海道オリジナルの新たなシアタービジネスモデル
の構築に向けた格闘が続いているのです。

公益財団法人北海道演劇財団

常務理事・芸術監督　斎 藤　　 歩

撮影／高橋克己
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サハリンにおける「亀、もしくは…。」

 北海道サハリン事務所

所長　櫻 井　 達 美

●海外交流事業

　サハリンで公演された札幌座「亀、もしくは…。」
を観劇した。2010年に公益財団法人北海道演劇財団
がサハリン州文化公文書省、サハリン州立文化団
体「A.P.チェーホフ記念サハリン国際舞台芸術セン
ター」（チェーホフ劇場）との間で締結した協定に基づ
くものであり、両地域間における文化交流の一事例と
いうことで、高い関心を持って劇場に赴いた。
　観客（恐らくほぼ全員サハリン州民）には大受けだっ
た。これまでも札幌座が海外公演を多々おこなってい
て笑いのツボを押さえていることもあるのだろうが、

「正常と異常の境目の世界」の演出と演技の完成度の
高さが、サハリン州民にも非常によく理解されたのだ
と思われる。
　公演終了後に劇場内でおこなわれた観客と出演者と
の対話では、サハリン州民の日本文化や北海道への関
心の高さを感じ取ることができた。観客からの質問、
感想の弁が途切れることなく続いた。サハリン州民は
北海道に対して高い親近感を有していると思われる

が、今回の公演では、北海道、札幌の演劇文化につい
て強烈なインパクトを観客に与えたと思う。
　今回札幌座一同がサハリンに滞在している間、出演
者やスタッフと話をする機会もあり、いろいろ貴重な
話を伺うことができた。事前の調整が一向に進まな
い、舞台の大道具・小道具が揃うのかなど不安ばかり
が募った等々、公演実施に向けた（気）苦労話を聞く
と、成功裏に終わって本当に良かった、と感じざるを
得ない。国際交流事業にはこうした「産みの苦しみ」
が付きものともいえるが、海外公演ともなるといかに
これが大変だったことか。斎藤座長をはじめ皆さんの
尽力にあらためて敬服する。
　来年、北海道とサハリン州は友好提携締結20周年の
節目を迎える。北海道演劇財団がチェーホフ劇場との
交流を今後ますます活発なものとしていただくこと
で、両地域間の文化交流の重要な一翼を担うことがで
きるよう、心から期待する。
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市民活動事業●

広場のまん中に花で飾った一本の杭を立てよう

　 6 月25日、北の譚
バ ラ ー ド

詩曲「清き田に咲くナンミョーほ
うれん草」を観劇した。劇の原点に触れた気がして興
奮し、思わず爆笑したり、不覚にも涙ぐんだり。同時
に自分だけが取り残されたような複雑な気持ちもこみ
あげてきて、20代で演じた「美しきものの伝説」（宮本
研作）の学生のセリフが蘇った。「広場のまん中に花
で飾った一本の杭を立てよう、そこに人々を集めよう、
そうすればそれが祭りになる。幸福で自由な民衆に劇
の必要はない、なくなる。祭りそのものが劇になるか
らだ。そのための劇、そのための仕事」この言葉に共
感して80近くになるまで演劇にしがみついてきた。い
ま目の前にあるのは、それに限りなく近い仕事じゃな
いか！俺はなにをやってきたんだ！
　実は、千歳から会場へ着くまで、なんとなく不安だっ
た。JRから地下鉄に乗り継ぎ、東豊線の終点でタク
シーを待つ間、雨のせいもあって薄暗く人通りもまば
らで「大丈夫かなあ？」と、閑散とした客席が目に浮
かんで心配だった。区民センターに入った途端、つめ
かけたお客さんの熱気で杞憂は吹っ飛んだ。客席は年
配の方々から中高生まで楽しそうにざわめいている。
舞台上で長身の男がひとり黒の正装で作業している。
斎藤歩だった。北海道演劇財団の常務理事兼芸術監督
が小道具をセットし、音響コードを束ねている。TPS
以来の伝統か？良いなあと思う間もなく劇が始まる。
　猛烈なスピードのスラップティク。歯切れのいい彦
素君と歩さんのジャブの応酬に客席が沸く。一転して

文学座所属　俳優・演出家

坂 口　 芳 貞

ふくよかなシャンソンが続き、底力のある隆信坊のと
ぼけた味に、間奏曲のように奥ゆかしく西田さんが間
隙を埋める。川の流れのように緩やかに、時に激しく、
シーンをつなぐピアノの生演奏。現役清田区長が素敵
な喉を披露すると客席との一体感はさらに緊密にな
る。台本・演出によってユーモラスに投影された「わ
が町」の生活・エピソードに、しみじみ頷きあい、腹
の底から笑っている客席。妬けた、羨ましかった！
　「20年前、私たちは一本の木を植えました…ようや
く根づきはじめた木の足もとに今、たくさんの人たち
が集まりはじめています」演劇財団ホームページの
トップページの言葉どおりだ。ここまで来るには、皆
さんの大変な苦労があったにちがいない。これからも、
抜群の行動力とマルチな才能を持つ歩さんを中心に、
骨惜しみしない優秀なスタッフ、無私な、たくさんの
後援会の方々とともに、北海道から日本全体へ、文化
のウェーブを起こしてほしい。私も「還暦」を文字通
り考えれば、まだ18歳だ。妬いてる場合か、もうひと
踏ん張りお手伝いしなければ！と会場をあとにした。 
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●札幌国際芸術祭2017事業

「raprap」� 撮影／高橋克己「中島公園百物語」�

こぐま座と札幌座の共同公演
「中島公園百物語」

新たな出会いと挑戦、北海道発
コンテンポラリーダンス「raprap」

人形劇家（チェコ・プラハ在住）

沢　 則 行
振付家・ダンサー・Doo Dance Theater 代表

チョン・ヨンドゥ（立命館大学特任准教授）

　札幌国際芸術祭2017に参加した「中島公園百物語」
は、北海道演劇財団芸術監督の斎藤歩くんの影響力は
もちろんなんだけど、今回は清水友陽くんや西田薫さ
ん、磯貝圭子さん、熊木志保くん、とにかく札幌座の
若手（またはいつまでも若手、的な）メンバーにこぐ
ま座の子どもたち（小学生から大学生まで）が触れ合
えたことが、そこで得られた経験が、宝石のようだっ
たな、と感じました。
　ぼくはモノを使った芝居作りのプロではあるけれ
ど、身ひとつで何かを表現する訓練については基礎的
な教育しか受けてないので、人形劇の若い子たちがそ
ういう鍛え方をされたら良いなぁ、と思ってました。
その成果はあったと実感してます。ありがたい！
　屋外での上演は、風や雨などの天候の変化、観客の
動線など、計算に苦労する条件も多いのですが、 2 ス
テージで2,000人という集客、また幅広い年齢層、皆
さんがとても喜んで帰ってくださったことなど、やり
がいのあるフィールドです。またいっしょにやれたら
良いな、と思ってます。

　現代においてダンスはなかなか価値が見つけづらい
ジャンルだ。そのうえ、個人化が進むにつれ、ダンス
もやはりある面ではひどく個人化、細部化されてし
まっている。多くの現代アートもそうだが、生活と分
離され、異なる深化をしている点もある。もちろん、
だから興味深い点も多い。
　マレウレウの音楽を聴き、アイヌ民族の踊りを見な
がら、忘れ去られてしまった多くのことを思い出した。
自然や神との対話、人と人の関係、今は失われたり単
純化されてしまった儀式など。動きそのものに焦点を
当てたダンスも面白いが、自然や事物、物語を込めた
ダンスも面白い。「raprap」と向き合った 2 年間は、忘
れていた自分のなかにある感覚と再会する時間だった。
　また、僕にとって挑戦といってもいい作品だった。
見知らぬ土地で初めて接し、学ぶことが多かった。作
品の素材もそうだが、共同振付の東海林靖史さんをは
じめ、出会う人すべてが僕にとっては新しかった。一
緒に作品を創るというのはそう簡単なことではない。
そのうえ、僕は日本語がうまくない。自分の考えを伝
え、相手の意見を理解するには不十分だ。そう考える
と、多くの人々はコミュニケーションがとりづらい僕
と現場をともにしたことになる。なのに、依怙地な僕
と一緒に悩み、そして待ち続けてくれたメンバーに心
から感謝している。
　また、北海道へ行く機会があったら、こう挨拶しよ
う。「ただいま！」
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ているのが印象的でした。
　吉本光宏さんは、近年日本でも導入され、地域にも広が
りをみせている「芸術文化に対する助成を基軸に政府・行
政と一定の距離を保ちながら文化政策の執行を担う専門機
関」アーツカウンシル（芸術評議会）について、その発祥
の地であるイギリスの事例とその理念をレクチャーしてく
ださいました。また、演劇創造都市札幌プロジェクトが提
案する札幌スタイルのアーツカウンシルともいえる「シア
ターカウンシル」の設立に関心を寄せてくださいました。
　蔭山陽太さんは、まつもと市民芸術館、神奈川芸術劇場
のオープンにかかわり、現在は2016年にリニューアルオー
プンしたロームシアター京都で、地域における公共劇場の
新たなあり方を模索しています。また小劇場の相次ぐ閉館
など転換期を迎えている京都の文化状況についてのお話も
示唆に富むものでした。
　毎回、30人以上の皆さんが集まり、セミナー後に劇場の
舞台でおこなわれた懇親会では、講師の 3 名の方々との交
流だけでなく、札幌で舞台芸術にかかわる人々、若手演劇
人などとの意見交換も活発におこなわれ、あらためて地域
における劇場の役割を実感しました。
　「シアターZOOラボ2017」は、今年度あと 1 回開催さ
れる予定です。どうぞ関心をお持ちいただき、シアター
ZOOとともに地域の演劇、劇場を考えてくださることを
願っています。

劇場事業●

地域の劇場を考える「シアターZOOラボ」

　開館から16年を迎えたシアターZOOは、今年度から「創
造型劇場」「地域密着型劇場」を目指し、新たな一歩を踏み
出しました。
　私たちが暮らす札幌、この地域にどんな劇場が必要なの
か、どんな劇場が望まれているのかを、市民の皆さんをは
じめ舞台芸術にかかわる方々とともに模索するために「シ
アターZOOラボ2017」を演劇創造都市札幌プロジェクト
と共催で実施しました。
　演劇創造都市札幌プロジェクトは、2012年に「100人の
演劇人が活躍する街」を掲げて発足した市民による文化政
策提言団体です。この間、札幌の演劇を取り巻く状況、ま
た社会が演劇に求めるものも大きく変化し、発足から 6 年
たった今年、新たに「シアターカウンシル（仮称）」の提
案を盛り込んだ提言趣意書を発表しました。
　「シアターZOOラボ2017」では、富士見市民文化会館キ
ラリ☆ふじみ芸術監督の多田淳之介さん、ニッセイ基礎研
究所社会研究部研究理事の吉本光宏さん、ロームシアター
京都支配人兼エグゼクティブディレクターの蔭山陽太さん
をゲストに迎え、それぞれの立場から地域における劇場、
文化芸術振興、札幌への期待などをお聞きすることができ
ました。

　多田淳之介さん
は、地域における
劇場のモデルとし
てキラリ☆ふじみ
の活動を紹介して
くださいましたが、
公演や創造活動だ
けでなく、地元の
方たちと収穫祭を
開催するなど、劇
場が地域社会のコ
ミュニティー・ハ
ブの役割を果たし

北海道演劇財団プロデューサー

木 村　 典 子
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●事業短信
2017年 4 月 1 日～2017年 9 月30日

演劇の企画・製作活動
〈札幌座公演〉
●札幌座第52回公演「象じゃないのに…。」
　（原作：イ・ミギョン　脚色・演出・音楽：斎藤歩）
　5月11日（木）～14日（日）（6公演）［シアターZOO］
●札幌国際芸術祭2017参加「中島公園百物語」
　（作・演出：斎藤歩　人形デザイン：沢則行）
　8月19日（土）・20日（日）（2公演）［中島公園こぐま座前］
〈ワークショップ〉
●中学演劇部のための創作ワークショップ（文化庁「劇場・音楽堂等活性化事業」）
　6月17日（土）、　8月　8日（火）～12日（土）（6回）
　講師：畑澤聖悟［シアターZOO］　
●文化芸術による子どもの育成事業「芸術家の派遣事業」（文化庁）
　8月26日（土）～　9月17日（日）（5回）
　講師：清水友陽、磯貝圭子、ほか
　�［北海道札幌琴似工業高等学校（定時制・演劇部）、北海道札幌厚別高等
学校、洞爺湖町立洞爺中学校］　
●文化芸術による子供の育成事業「コミュニケーション能力向上事業」（文部科学省）
　9月14日（木）・20日（水）（2回）
　講師：清水友陽、磯貝圭子、ほか［札幌市立幌西小学校］
●地域が輝く子どもと子育て世代と高齢者のためのコミュニケーションワークショップ事業
　5月24日（水）～　9月24日（日）
　講師：櫻井幸絵、櫻井ヒロ、西田薫、納谷真大、ほか
　�［能量寺、こぐま座、まちなかキッズサロンおおどりんこ、community HUB 江別港］
●その他（講師派遣、ほか）
　4月11日（火）・12日（水）（2回）
　スタートアップ研修［立命館慶祥高等学校］
　5月13日（土）（1回）
　中文連演劇ワークショップ2017初級編［札幌市教育文化会館］
　6月10日（土）（1回）
　紋別市社会福祉協議会・ボラセンjr.学習会［紋別市総合福祉センター］
　6月28日（水）、　7月　5日（水）～14日（金）（5回）
　立命祭スキルアップワークショップ［立命館慶祥中学校］
　8月24日（木）（2回）
　コミュニケーションワークショップ［真竜小学校、ほか］
　9月　7日（木）・19日（火）（2回）
　厚別区「小学校演劇鑑賞会」事前学習［札幌市立信濃小学校、ほか］
　9月23日（土・祝）（1回）
　教師と保護者の語ろう会［北星学園大学付属高等学校］
　9月29日（金）（1回）
　浄土宗児童教化連盟［ホテルライフォート］

劇場運営活動

〈シアターZOO企画・提携公演〉
●道産子男闘呼倶楽部「漢達の輓曵競馬」（提携）
　（作・演出：ニシオカ・ト・ニール）
　4月14日（金）～16日（日）（4公演）

●札幌ハムプロジェクト「アイノウ」（提携）
　（脚本・演出：すがの公）
　6月　9日（金）～11日（日）（4公演）
●下鴨車窓「渇いた蜃気楼」（提携）
　（作・演出：田辺剛）
　7月　1日（土）・2日（日）（3公演）
●劇団清水企画「昼間談義－公園の柵、ぷらぷらと、花粉症の鳥、」（提携）
　（作・演出：清水友陽）
　7月28日（金）～30日（日）（5公演）
●札幌国際芸術祭2017参加「raprap」（企画）
　（振付：チョン・ヨンドゥ、東海林靖志）
　8月23日（水）～26日（土）（5公演）
〈シアターZOO寄席〉
●春のシアターZOO寄席「春爛漫爆笑寄席」「天どん・枝光二人会」
　5月　7日（日）（2公演）
●夏のシアターZOO寄席「夏だ！笑いだ！大爆笑！」「枝光・宮治二人会」
　8月　6日（日）（2公演）
〈シアターZOOラボ〉
　（演劇創造都市札幌プロジェクトとの共催）
　7月22日（土）多田淳之介（富士見市民文化会館キラリ☆ふじみ芸術監督）
　8月　7日（月）吉本光宏（ニッセイ基礎研究所社会研究部研究理事）
　9月　3日（日）蔭山陽太（ロームシアター京都支配人兼エグゼクティブ・ディレクター）
〈シアターZOO一般貸出〉
　7団体　18日間

地域文化活動
●劇団東京乾電池「やんごとなき二人」
　（作：安倍照雄　演出：平山秀幸　出演：綾田俊樹、ベンガル）
　5月10日（水）穂の国とよはし芸術劇場 PLAT（愛知県豊橋市）
●KAAT「ピノキオ～または白雪姫の悲劇～」
　（原作：カルロ・コローディ、演出・脚色：宮本亜門、出演／小此木まり　ほか）
　8月　5日（土）盛岡劇場（岩手県盛岡市）
●プリエール「世襲戦隊カゾクマンⅡ」
　（作・演出：田村孝裕、出演／山口良一、熊谷真実、芋洗坂係長　ほか）
　8月　1日（火）富良野演劇工場（富良野市）
　8月　7日（月）旭川市公会堂（旭川市）
　8月　8日（火）北見市民会館（北見市）
　8月18日（金）基山町民会館（佐賀県基山市）
　8月20日（日）黒崎ひびしんホール（福岡県北九州市）
　8月25日（金）兵庫県立芸術文化センター（兵庫県西宮市）
●札幌座「空知る夏の幻想曲」（道内ツアー）
　（作・演出　斎藤歩）
　9月28日（木）えぽあホール（江別市）
　9月30日（土）北のれんが古柏堂（帯広市）

『演劇支援自動販売機』にご協力を！
2011年から北海道キリンビバレッジ株式会社様と連携し、「演劇
支援自動販売機」による演劇支援を行っています。自販機を
気軽に利用して頂くことで、北海道・札幌の演劇を応援 ！ 売
り上げの一部が当財団の演劇振興事業推進に使われ
ています。現在、シアターZOO入口のほか、市内6カ所
に設置されています（一覧をご参照ください）。

愛犬美容看護専門学校
アクトコール株式会社
キャトレール中島公園
北海道文化放送株式会社
株式会社 ノヴェロ
社会医療法人 孝仁会 心臓血管
センター 北海道大野病院

（敬称略）

《設置協力社一覧》
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SUPPORT US●

『公益財団法人北海道演劇財団にご支援をお願いします』
　北海道演劇財団は、日本でも前例のない演劇に特化した財団法人として、演劇により北海道の文化芸術を活発
にし、道内各地域で上質な舞台芸術に触れる機会を飛躍的に増やしてまいりました。
　今後もこれまでの活動に加え、未来を担う子供たちに、表現・創造・出会いの豊かさを伝える取り組みを積極
的に展開し、社会から必要とされる演劇の役割とその魅力を増す努力も続けてまいりますが、演劇活動を取り巻
く情況は必ずしもゆるやかではありません。なにとぞ皆様からのご支援をお願い申し上げます。

公益財団法人 北海道演劇財団
〒064－0811 札幌市中央区南11条西1丁目 ファミール中島公園1F
TEL 011－520－0710　FAX 011－520－0712
E－MAIL office@h-paf.ne.jp

ご寄付および「オフィシャルパートナーシステム」の
お問い合わせ、お申し込みは右記までご連絡ください。

特別協賛団体
年額／１口50万円以上

○広報紙「H-PAF NEWS」に団体の広告を掲載させていただきます。

○シアターZOOロビー、広報紙、シアターZOO「STAGE NEWS」、ホー
ムページ、札幌座公演チラシ＆パンフレットで団体名をご紹介いたします。

○札幌座札幌公演にご招待いたします。

後援会会員� 年額／1口3万円以上協賛団体� 年額／１口5万円以上

○広報紙「H-PAF NEWS」、ホームページで会員
名をご紹介いたします。

○本財団主催公演案内をご送付いたします。

○広報紙「H-PAF NEWS」、ホームページで団体
名をご紹介いたします。

○札幌座札幌公演にご招待いたします。

本財団は、ご支援をいただくための「オフィシャルパートナー
システム」を設け、パートナーといたしましてつぎの三つが
ございます。

オフィシャルパートナー
システム

ご寄付に関しての内容および寄付金申込書のダウンロードは、ホームページをご覧いただくか、ある
いは本財団までお問い合わせください。　http://www.h-paf.ne.jp/support/

ご寄付は、税制上の優遇措置が受けられます。
ご寄付 法人および個人のご寄付の場合、優遇措置を受けるには確定申告の届け出と「寄付金受領

証」（本財団発行）の添付が必要です。
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特別協賛団体� （2017年9月30日現在）

岩本・佐藤法律事務所 ㈱北洋銀行 北海道テレビ放送㈱
ホクレン ㈱北海道新聞社

協賛団体

㈱アインホールディングス 酒林坊 ㈱nice
岩田地崎建設㈱ ㈲スタジオコバ 福山醸造㈱
㈱エフエム北海道 創価学会 フルテック㈱
大岩メタルワークス㈱ ㈱創文 ㈱ほくていホールディングス
柿崎歯科 ㈱ダブルス 北海道キリンビバレッジ㈱
㈱クリエイティブオフィスキュー つばめ自動車㈱ ㈱マキタ設計事務所
㈱幌北不動産 ㈱トップシーン札幌 ㈱岬水産
山藤三陽印刷㈱ 中西印刷㈱

後援会

㈱アイフードコーポレーションTAMIS ㈱昭和ビル ㈱ネオインターナショナル（Smooch）
㈱アイワード ㈱スコット ㈱ノックアウト
秋山不動産㈲ スタジオコパン ㈱富士メガネ
アクトコール㈱ ㈱ステージアンサンブル ㈱北洋銀行
HTB映像㈱ ㈲ステップス 北海道ガス㈱
㈱HTBプロモーション セイコーマートながい ㈱北海道新聞社
NPO法人音更町文化事業協会 千春鮨札幌店 北海道テレビ放送㈱

（特非）札幌座くらぶ ㈱テレビ北海道 北海道文化放送㈱
札幌テレビ放送㈱ ㈱電通北海道 北海道放送㈱
㈱サン設計事務所 ㈱東翔 （医）やましな内科クリニック

●オフィシャルパートナー
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